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コバルト触媒によってたとえばスチレンから， トランスー 2 ーフエニルシクロプロパンカルボン酸エ
ステルが80%以上の光学収率で得られる。さらに錯体構造との相関関係を確立した結果，特定のシク
ロプロパンではどの対掌体を得るにはどういう構造のコバルト錯体を用いればよいかという予測も可
能となった。これらの結果は不斉合成あるいは均一系触媒化学の分野に貢献するものであり，博士論
文に値すると認められる。
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